永享九年北野社法楽万句「山何」に対する疑問――応永～永享期の連歌に関する基礎的アプローチ―― by 勢田, 勝郭
嘉慶二年に二条良基が発去して後、
文安期になって宗
勧が活躍するようになるまでの五十年余の間ーー本論文では以後その間の主要な年号をとって応永
2
永享期と呼
ぷーの連歌に対する研究は、
他のジャンルに比して相
対的に研究の遅
れていると言われている迎歌のうちでも
特に遅れている
ものの―つであるが、
その理由の一っに
現存する作品の少ないことがあげられよ
う。
そのような
状態にあって、
島津忠夫氏によってその著r連敗の研究』
の
一-l
五し一三一ぺ9ジにおいて翻刻された永享九年三
月二十一日の北野社法楽万句中 一巻「賦山何迎歌」は貸虚なものと言わねばならない。
ただ氏はこの作品を紹
介するにあたって「その作風は、
特にとりたてていふこ
ともない。
（中略）無難によみ過Cすことに重点があっ
(-） 
たといへよう
＾
注一＞
」と述べておら
れるのであるが、
私はこの「山伺」に対して非常な媛問を感じずにいられない。
以下それを披盪して諸先学の御批判を待っことと
し
たい。さて、
まず最初、
問題の「山何」以外に私が今までに
その内容を知ることのできた応永
2
永享期の述歌を列挙
しておこう。
ただし、
少なくとも一面以上現存するもの
に限り、
宗勤の関係したものと漢和は除外することとす
る。
それは次の①し⑧である。
①応永八年四月四日「朝何」②応永八年四月十六日「何路」（初折のみ）
（二）
勢
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③「呑聞日記
J
紙背文紺連歌。
応永十五年七月二十三
日から永享九年四月二十
五日
の間に詠まれた計五十
一巻。
うら四棚紙完備のもの四十巻。
．
④「北山殿行幸記」所載連歌二巻°応永十五年三月十
一日「faJ路」及び二十一日「何木」
⑤応永二十年十二月五日「坐字」⑧永享四年九月十三日「伺人⑦嘉吉元年二月二十六日「何人」（一折一面侠脱）⑧r述通抄」所載「何水」
※これは成立年次不詳であるが、
応永期のものであ
る「迎通抄」中に「此百韻の風惜極たる当世にて侍るかと存候也 とあるものであるから、
ここに
扱ってよいであろう。
所で、右の①t⑧の作品がどのような式目に基本的に
＾注二＞
依撮して作
られたかと営うと
、
所謂「応安新式」
以外のものを考えることは、常諧的にみて私には不可能である。
ただし「応安新式」の各規定が全てそのまま絶
対的な厳密さを以って守られていた
か
というと、
決して
そうでは く、
種々の規定外れも存するが、そのような
ことの実際 右の①し⑧ 計五十七巻を調査することにより、
船納的にかなりな程度明らかにすることができる。
（ニオ12)（ニオ18)（ニオ14)（ニウ1)
私はそれをやってみた。
そうした上で問題の「山何」を
、、、、、、、、
、、、、
、
、、、、、
調べてみると
、
もしこの作品が本当に当時作られたその
、、、、
、
、
、
、
、、
、
、、、、、、、、、
、
ままの正しい形を保存しているものだとしたら、
①2
⑧
と比べて非常に特殊で問函のある
、
そして破綻の目立つ
作品 言わねばならないように私には思われる。以下その問題点を列挙してみ 。
応安新式の「可陥七句物」中に「月与月」とあるよう
に、月の句は互いに
七句
以上を陽てねばならない。
こ
の
月の句七句去りの規定は
、
応永？永享期の連歌において
!OOパーセント厳密に守られてお
り、
例外は一っとし
てない。
ここで月の旬がわずか二句を隊てるのみで現れ
て
いる
のは極めて
特殊な例である。
③いつかくれ家にみよしのAおく
故郷と思はつれは月すみて秋にみちある庭のよもきふけしき も冬たつ空や時雨らむ
い故郷と思はつれは月すみて
松風もねられさりしに月をみて
8
)
ー
（ニオ（ニウ2)
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0秋にみら
ある庭のよもきふ
松風も
ねられさりしに月をみて
⑥なれて久しき春ことの友
ひたらには田を作てや
かりぬらん
ふも
とも雲のかAるつくはね
ニオ14)
（ 
（ニゥ8)
秋の旬は一度詠まれたならば必ず三旬以上迎続させね
ばならない。
このことが成文化されるのはずっと後、
文
亀元年に牡丹花肖柏によってなされた「応安新式」に対する増補改訂ー—所謂「近代用捨」においてであるが、先に列挙した①？⑧の連歌作品について調査してみると、当時既 秋の句は必ず三句以上
連続させねばならないと
いう意識で以って作られていたことが帰納的に明らかとなる（春の句も同様）。
しかるに切においては、
二折表
の第十二句は雑、
第十
三句は「月」の語により秋、
第十
四句も秋であるが、
それに続くはずの二折裏の第一句は
「冬たっ．」 冬季であり、
秋の句が二
句しか連続しない。
また⑥においては、
二折裂の第十四句が春、
三折表の第
一句が「田をかる」で秋、
第二句が雑で秋の句がわずか
に一句ですてられてしまっている。
これまた共に特殊な
例
で
ある。
（ニウ14)
含一オ1)（三オ2)
（ニウ18)
（三オ1)
（初オ7)
（初ゥ1)
これ
「可隊七
句物」の中に「同季」とあり、
同じ季の句は
迎続が一度とぎれたならば七句以上を隔てねばならない。しかるにここ
では、
二折表の第十四句は秋、
二折衷の第
三句も「月」の梧により秋季であり、
秋の句がわずかに
二句を隔てているにすぎない。
同季七句去りの規定は月
の句七 去りの規定とは違い、
絶対的な拘束力はなかっ
たらしく、
ある程度の規定外れの例も①t⑧において閥
々存在している。
しかしその場合も多くは六句（極く稀
に五句）を煕 ており、
このようにわずか二句を開てる
のみで同季の句が現れるようなことは決してまた非常に特殊な例と言わねばならな 。
⑮この荘のとふへきかたにさと有て
雨の日のゆふへは秋のこAろにて
⑱初花やさかり
あまたになりぬら
ん
ひたらには田を作てやかりぬらん
「阻字事」において「つA
けり
かな
らむ
して
如此類打越お可拙」という記述が見られる。
これ
は
、
所附「てにを
は」の類で句をおわらせる湯合、
同じ旬末
表現同士は打越 媛う、
つまり二句以上を隔てねばなら
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「可隔五句物」の中に「同字」とあり、
同じ宇（漢宇）
で苔くぺき語を含む句同士は五句以上を隔てねばならない。
しかるにmにおいては三句、
⑱においては四句、
⑲
⑨秋にみちある庭のよもきふ
秋ののらとや
紅葉ちるころ
（ニオ14)（ニウ2)
ないという規定である。
この規定もまた、
応永し永享期｀
既にかなり厳密に守られていたものであることは①し⑧より知れる。
ただし、
その遵守率は一00パーセントで
はなく、
極く稀な
規定外れも存する。
しかし、
その割合
は①l⑧を私が調査した所では十四例、
百韻一巻あたり
にするとわずかに0
•三例弱である。
しかるに⑮におい
ては「て」、
伺においては「（ら）ん」でおわる句同士
が打越であらわれており
この一巻中に規定外れが二例
も存在する。
これまた異例である。
⑦野にあら
はるAみちの行すゑ
雲のゆきAにつるヽ雁かね
③身をかこつへき人のい
つはり
世の行衛身におとろけは春もなし
においてはわずかに一句を隔てるのみで
、そ
れぞれに傍
線を付した語が現れ
ている。
この同宇
五句去りの規定は
比較的違反例の多
いものであるが、
その楊合も少くとも
三句以上（多くは四句）を隔てており、
⑨のととくわず
か一句を隔てるのみと うのは非常 特殊なものである。
囮この器のとふへきかたにさと有て
あかしのとまやすまの関の戸
「可隔五句物」中に「居所与居所」とある。
しかるに
ここでは「さと」と「とまゃ」と、
居所が四句を隔てる
のみで現れている。
「可隔三句物」中に「草．ー木」とあ
る。
しかるにここ
では「よも
きふ」（草）と「紅菜」（木）が一句を隔て
ているのみである。
この規定も例外の多いものであるが、
その場合も二句は隔てており、
このように打越になって
いるの
は特殊と言うべきである。
（ニオ6)（ニオ11)
⑪秋 みらある庭のよもきふ
秋ののちとや紅薬ちるころ
（初オ6)（初ウ2)
（ニオ14)（ニウ2) （初オ7)（初ゥ4)
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(l-l) 
島津氏の翻刻された「山何」がもし当時作られたその
ままの正しい形を保存し
ているものだとしたら、非常に
特殊で問題のある作品であることは以上の論で十分であろう。．そこで次な 問題はこの事実をどのように理解するかで
あ
る。―つの考えは、この「山何」は①し⑧とは
違い「応安新式」とはかなり相違する内容の今は失われてしまった式目1月の句三句去 、同季二句去り、同宇打越などを許容するような式目に依撮して作られたとすることである。しかしこれは、先にも述ぺたように常識的にまず可能性はないよ に私に 思われる。私にはやはりこ
の
「山何」もまた基本的
に
は応安新式に従って
作られたであろうとしか考えられ
ない。そうすると残る
考えは一っ、この「山何」は、実は当時作られたそ ままの正しい形を保存してはいないので ないかという疑い
が
生じてくる。ここで気付いて頂きたいのは、先に問
煙点として列挙した①t⑪のうら、⑱を除 十例は全て懐紙の各面の継ぎ目（り③④⑨⑪ 一一折 表から裏、⑱伺は二折 襄から三折の表、⑮り囮は初折の表から裏）をまたいでいる規定外れだと うことであ 。所 島碑氏によればこの「山伺」は「原恢紙を巻子本 仕か虚岳状態で現存していると ことである。もしそうなら、原
（四）
懐紙を巻子本に仕立てる過程で事故が発生し、その事故によって本来の正しい形が失われ、りしり、⑨ ⑪のととさ問題点が生じたと仮説的に考えてはどう
であろ
う
か。
その場合、次のゆ
S0
が
考えられよう。
凶同じ万句において作られた別な作品のある面なり折
なりが混入した。
⑲各面を並べる順序を違えた。©右の囚⑪の事故が共に生じた。このうら、3と0は私の考
えでは可能性が苅い。何故
なら、も
しぃゃtlが生じたなら、普通、句挙げの数と実
作の
数との間に不一致が見られるはずだからである。し
かし、問題の「山何」の句挙
げの数は実作の数と一致し
ている。偶然の一致という可能性も決して皆無ではないが、やはり私は⑱である 考える。そう考えた上で、果たして本来の正しい順序に並びか ことができるであろうか。
（四）においてそれを試みてみよう。
現存巻子本の順序において初折表にあたるものを第一
紙、初折衷にあたるものを第二紙、以下同様 して名残
---5-
第六紙 第五紙 第四紙 第三紙 ，第二紙 第一紙--—ヘ―` r-～—、Fた一＾一へた—へ—ヘ--～―‘
わ あ 猶 こ ひ な け秋 く う 雨け 老
か ふ ＾ ふ ゑ ＾ た れ ＾ し に ＾ れ ら＾の ふ ＾松
れ を 十 く も十 ら て 十 き み 十 わ し 十 日 き 六 は
ら か 二か し 二 に 久二 に ら 二
た
ま 二 の 、 a」い
の き句か も句 は し 句 も あ 句 る う句 ゆ そ略 ＜
い り巴け に 略 田 き略冬 る略橘 つ略 ふ む
ッ
十
つの は や
ツ を 春 シ
た
庭 ッ た る ジ ヘ る か
と 中 夕か 作 こ つの て水 は旅 へ
も そ の る て と 空 よ な の 秋 の り
し く 嵐 ヽ や の や も か え の い そ
ら る 山松 か 友 時き らの こ り 花
ぬ し む り 雨 ふ よ さ > あ の
つ き し ぬ ら さ と ろ ひ 春
ら ら む の に
さ ん 海 て
に
こ\--/＼--/＼——^――/ヘ---
なし 規定外
れ
なし 規定外れ 規定外
れ
二例 規定外
れ
五
例
なし 規定外れ 規定外
れ
三
例
裏を第八紙と呼ぶことにする。現存巻子本では各紙の継ぎめは次のようになっている。
と、秋季の句が一句ですてら
れ
ている。所が先に述ぺた
八秋＞＾雑＞
第八紙 第七紙rr 
君 榎 か
の＾ の つ＾
ひ 六 は ら十
か 句井 き二
り略 に や句
の ツ と ま略
ひ よ や
ツ
ろ ら い
き の そ
国 竹 の
々 の か
み み
と 寺
.i 、、-
第二紙ー第三紙、第五 ？第六紙し第七紙l第八紙の
接続は応安新式に対する規定外
れ
もない
し
付 け 合 いもう
まくいっており、
この順序でよいと思われる。第八紙が
名残の哀であることは一面八句の句数から
し
て間違う余
地がない で、その前の第七紙は名残表、その前の第六紙は三折衷、その前 第五紙は三折表ということになる。また第一 が初折表であることもこ
れ
また名残衷と同様
に間違う余地がない。残るは第二紙、第三紙、 四紙の三枚であり、
こ
れ
が 各 、 初 折 裏 、
二 折 表 、
二折衷のいず
れ
かに相当するはずである。所で三折表（第五紙）の最初は、
ひたらには田を作てやかりぬらんふもとも雲
の
かヽるつくはね
なし 規定外
れ
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第二紙
とはれねはなかさいのちも恨にてうらしまうつる水のえのさと
第三紙
故郷と思はつれは月す
みて
秋にみちある
庭のよもきふ
第四紙
初花やさかりあまたになりぬらんなれて
久しさ春ことの友
条件を満足するのは第三紙のみであり、
これが二折衷
と 考 え ら れ る 。
も し そ
うであるなら、
その前に来ぺき第
二紙は二折表ということに
なり、
残った第四紙が初折衷
ということになる。
そして、
以上のととく並べて、
応安
新式に対す
る
規 定 外 れ は 、
私 の 調 査 し た 限 り 特 に 新 た に
A春＞A春＞ A秋＞A秋＞ A雑＞A雑＞
ように応永し永享期において既に秋の句は一度詠まれたならば必ず三句以上連続させねばならないと考えられていた。
ということは、
二折車の末尾は二句以
上秋の句が
述続していなければならな
い と い う こ と に な る 。
そこで
第 二 紙 、
第 三 紙 、
第 四 紙 の 末 尾 二 句
を蜀ぺて
みると次の
と
と
ぐ で あ る 。
秋にみらある庭のよもきふひ た ち に は 田 を 作 て や か り ぬ ら ん なれて久しき春ことの友雨の日のゆふへは秋のこヽろにて
第四紙末尾と第二紙冒頭とは
け ふ き ヽ そ む る 旅 の い り あ ひけしきにも冬たつ空や時雨らむ
は 生 じ な い よ う で あ る
（この点に
ついては最後に付した
句材配匿表を見て頂きたい）。
また、
新たに隣りあうこ
とになる二句間の付け合い（三か所）も、
第 一 紙 末 尾 と
第四紙冒頭とは、という具合であり、
こ の 二 者 は ま ず 無 難 に ゆ く 。
た だ 、
残る第三紙末尾と第五紙冒頭との間の、と い う 付 け 合 い が 少 し 苦 し い が 、
これは恐らく前の句の
「みち」の語に着目して、
そ れ に 対 し 源 氏 物 語 の 竹 河 の
巻や更級日記の冒頭に引用されて有名な「古今和歌六帖」
-1-
、、
という付け合いより
はややましであろう。
以上、第二枇�第四紙し第二紙？第三紙？第五紙し第
六紙
！第七紙？第八紙という並び方が、本来の正しいも
のであったと推定される。
さて
、論の都合上今までわざと触れずにきたものであ
るが、こ
の
「山伺」にはも
う一点翫大な問題が存する。
それは
「花の句」の数である。「花」の語をもつ句を列（五）
なれて久しき春ことの友ひた
らには田を作てやか
りぬらん
の歌によっ
て
「
ひた
ら
」と付けたものであろう。単
に
語
の寄り合いにのみすがった付け合いであり
、とても上等
とは言
い
かねるが、それはまた宗祇の論由に述ぺられて
いる応永？永享期の連歌の付け合いの特徴（乃至欠点）に一致してもおり、少くとも現存巻子本
東路の道の果なる常陸帯のかとと計も逢見てしがな
にある紀友則の、
挙してみよう。次の六句である。
（なお
、以後各面の配
列は（四）において推定した順序による
）
囮老松はい
く十かへりそ花の春
仙初花やさかりあまたになりぬらんいこの比はまことの雲の花さきて仙葛かAるあ
さちかやとに花おらて
佃うき世をはのかれし山に花をみてS去年まては
みし
やわ
するヽ花の友
このうち仙は秋の花だから花の句と
しては数えられな
いが
、他
は
正しく花の句であり、
二折、
三折、名残折に
各一句、初折には表褒に各一句と「花の句」の数は一巻
吟江四＞
中五句を数え
このような例がはじめに挙げた①
し⑧の作品にある
かと言うと、実は皆無なのである。
応安新式において「花」は一座三句物であり「悟紙を
可替
似物花此外一」と規定されている。ただしこ
の
規
定は応永？永享期
においては忠実には守られておらず、
①t⑧のうち四折を完備した四十五巻 ついて調査してみると、①と、④の「何路」
が三
句である他は
全て四句
の「花の旬」を有しており、
「千金莫伝抄」付載の述歌
式目（応安新式とほぼ同じ内容）の末尾の困き込みに
（初オ1)（初ウ18)（ニオ9)(11
一オ旧）
（三ゥ7)（名オ8)
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A注五＞
r熊野千句」第三「何
木
」
浪を見よ花の植まく岩田川よし野の枝折華にさす頃
（初オ1)（ニオ14)
「花は依為賞翫当時四本用之」とあるのを裟付けている。そして、それらの四句の「花の句」は全て各折に一句ずつ正しく配されており、
l
つの折に二句の「花の句」が
存することは決
してない。従ってまた百韻一巻に「花の
句」が五句存することも決してないのである。しか にこの「山何」には
五句の「花の句」が存在する。一・つ考
えられるの
はこの
「山何」も本来は「花の句」四句であ
っ
たのである
が、巻子本に仕立てる際に本来の「山何」
の「花の句」のない一面の代わりに他の作品の「花 句」の
ある一面が混入し、その結果「花の句」の数が五旬と
なったのではな
いかということであるが、
(II-
）の後半
で述べたと同じ理由（句挙げ 数と実作の数の一致）により、やはりこ 山何」は本来から「花の句」五句作品であったように私には思われる
。その点ゃはり特殊
な点のある作品とせねばなるまい。ただし、「花 旬」五句の作品は、なるほど応永し永享期では他に皆無であるものの、他の時代においては、次に示すように榔く稀ではあるが全
く
無いわけではない。
（六）
人の身はか，＜とそあれとらる花に陰家ゃ花ゆへ人にしらるらんのこれる花ゃ明日をまつ ん
同、第七千句の第五「何木」
花をものこせ君かすむさと散ゃせんこヽろをかくる花の枝開花もなかるヽ水に散うきてうき身の花そ見 もむなしき花の歓跡を
はとを
くうかれきて
これまた論の都合上わざと触れずにきたものであるが、
第一紙つまり初折表の冒頭六句は島津氏の翻刻によれば
（初ウ14)（ニウ1)（三オ1)（三ウ6)（名オ7) （名ウ1)
大山祇神社法楽述歌文明十四年万句第五千句の第二「何
木
一
注
六
＞
なれしほとをははなやしるらんあらき
なや憂身の花の一さかり
鴬 こゑするかきに花咲て花にといそく志賀の山もと霰つヽ花のなかるA大井川
（初ウ8)（ニオ7)（ニウ11)（三ウ6) （三オ9)（三ウ11)（名ゥ2)
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次 の と と く で あ る 。
老 松 は い く 十 か へ り そ 花 の 春ふちな
み か ろ き 神 の と き は 木
のとかなる御池の月に冥はれてあさひや
ふかきは
しめなるらん
遠山はのこりてらかし峯の雪
今野に
あ ら は
る A み ち
の行すゑ
各 句 の 季 を 調 べ て み る と 、 第 一 句 は 呑 、 第 二 句 も 「 ふ
ちなみ」で
春、第三旬も「のとか」で春であり、第五句
もま
た「残雪」で春であるが、
そ
の間
の第四句はこのま
までは季を表す語がなく雑の句ということになり、春の句 が 一 句 を 隔 て る の み で あ
らわれ、そ
して第六旬も雑で
あるか
ら、
それが第五句一句ですてられているというこ
とになる。しかし
前 述 の よ う に こ の 「 山 何 」 が 応 安 新 式
に基本的に従っているとする限りそのようなことは考えられず、ここ．はやはり第一句
か ら 第 五 句
まで五句春の句
が連続していると考えねばなるま
い 。 そ こ で 考 え ら れ る
のが、第四句の「ふかき」は実は「なかき」とあるぺきものでは
な い か と い う こ と で あ
る
。そうすればこの句は
「この朝日が永い春の一日のはじま
り
なのだろうか」と
いう意で、「
永日」で議論の余地なく春の句となる。こ
の部分は島津氏の苦書に口絵写真が戟せられているが、それを見ると島坤氏が「ふ」と読まれた所の文字は、私に は 「
な 」 と も 読 め る 形
をしているように見えるが如何゜
最 後 に ま
とめをしておこう。
島 津 忠 夫 氏 に よ っ て 紹 介 さ れ た
永 享 九 年 の 北 野 社 法 楽
万句中の一巻「山何
」は、もしそ
れが当時作られたその
ままの正しい形を保存してい
るも
のだとしたら、応安新
式 と は か な
り内容の違った式目に依撮して作られたまこ
とに特殊な作品ということになる。しか
し 恐 ら く は そ う
ではなく、原懐紙を巻子本に仕立てる際に、本来二折衷で あ っ た 面 を 初 折 衷 に 、 初 折 哀 で あ っ た も の を 二 折 表 に 、二 折 表 で あ っ た も の
を二折衷に、順序を間違えて並べた
ものであろう。そう考えることによって問図点のほとんど は 解 消 さ れ る が 、
それでも
「花の句」が五句存在する
という点において、や
はり少し特殊なものと言わねばな
ら な い 。 ま た 、 初
折表の第四句は「
あさひやなかきはし
めな
るらん」とあるぺきであろう。
参 考 ま で に 、 私 が 本 来 の も の で
あろ
うと推定する形に
従 っ て
、応安新式において「可隔七句物」「可隔五旬
物」
（七）
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4 8
 
「可隔三句物」と規定されている句材について、
その配
匿を表にして示しておく。
この表を作るにあたっての判
断はできる限り本来の「応安新式」の部分と一条兼良のr述珠合壁集」によったが、
そこに記述のない場合やむ
を得ず所謂「近代用捨」の部分や「無言抄」「産衣」等
（初折表）
老松はいく十かへりそ花の春ふちなみからき神のときは木のとかなる御池の月に雲 れてあさひゃなかきはしめなるらむ
2 ー
句 材 連 続 間隔
春春春春 春 • 秋 三～五
夏 ・ 冬‘ •一 七
月 月 ／ 
句
松 松 ・竹・夢・涙 ・舟•田 ・衣
恋 二～五
旅
神神 神 祗
釈 教 五
述懐 ・懐旧・無常 ？ 
山 類
水 水 辺
居所（△印は二句の居所）
木木 木
草 草
獣
烏
虫 句
衣 裳
山と山名所，浦と浦名所
同字（間隔四句以内のみあげる）
光光 光 物
／
降 物
釜 笠物
植植 植 物 句
動 物
後の時代の記述に従った。
しかし、
それでもなおかつ判
断に迷った点も多く、
誤りの多からんを恐る ものであ
るが、
これにより、
この「山何」が、
私の推定する形だ
と応安新式の規定によく一致す ことを確認して頂きた、
。
’> 
-1 1-
24 
遠山はのこ
りてちかし峯 の 雪
野にあらはるAみ
ち の 行 す ゑ
この呑のとふへきかたにさと有てけふきAそむる旅のいりあひ
（初折裏）9け
しき
にも冬たつ空や時雨らむ
10秋
ののちとや紅栞ちるころ
11松
風もねられさりしに月をみて
12ふ
けてまくらにちかきむしのね
13夜
寒にや夢まつほとのうつるらむ
14な
さけはし
らす人そこひしき
15忘
れぬか忍ふゆへかととひもせて
16こ
ヽろなかきやつれなかるらむ
17黒
かみの思みたれて過る世に
18か
らすはやなく山のした府
19見
れは又夜中も雪のあしたにて
幻む
めさく木の間青き竹のは
21初
花やさかりあ
ま た に な り ぬ ら ん
22な
れ て 久 し き 春 こ と の 友
（二折表）お雨
の日のゆふへは秋のこヽろにて
雲のゆきAにつるA雁かね
8 7 6 5
'
り
.
，
’ 
秋秋 春春春 秋秋秋
『
春I 
冬 冬` 冬｀ ＇ ＇ 
月 ，＇
夢 松
＇＇
恋恋恋恋
＇＇
＇ 旅旅旅
’ 
， 
＇ 
山 ＇ 山
I 
居 ， 居
木木 木木 ＇ 
， 
＇＇
鳥 鳥
I 
， ＇ 
虫 ＇ 
1 
山 ＇ 山
光 ＇ 
降 降 降
1
降
袋 ， 
撞植 植植 ＇ 
動 動 動 ， 
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45 44 43 42 41 
もるかとよ浜田にかよふあま小舟あかしのとまやすまの関の戸浪風のこゆるしほひのうつもれて雪よりのらはとをき松はら月寒き嶺の梢の朝ほらけ冬野にこゑをのこすさほ鹿うき方の契はかヽる恋らにてねぬ夜の夢やあはぬ面かけ人はさてたか別を おしむらんなみたはてな 袖 いつまてとはれね なかさいのらも恨にてうらしまうつる水のえのさと
40 89お87 ^ 86 35糾認82 81如29 28 27 26 25 
二
こ た や
身
露む松 つく折
の よ ら を は らかりれ 衷
比りすか な さ け を わ ツ
は あ は こ と め に た た
ま り と つ夢す月れ る
こ て今へ に く の て 橋
と や 思 きも るい や た
の名 は 人袖秋 つ舟 て
雲 に る の を の れ つ な
の も ヽ い ぬ あ は な か
花 た 返 つらか風く ら
さ つりは す つ み ら よ
きら ふ りら き え ん さ
て ん み ん て の
海
春
秋秋秋 秋
も
冬冬
―
呑ー
育
那
恋恋恋恋
涙 夢
恋恋恋恋恋
萩
舟田
山
水
水
山一水＿居
永水水
居木 木
未木
獣
衣
身
浦の名所'-＇・ヤー 衣
名浦一
所の—
光
降降
光
降
翌
植 植
植植
動
-18_ 
46さ
くらをかせよあたにちらすな
47世
の行術身におとろけは春もなし
48い
つ か く れ 家 に み よ しのAおく
49故
郷 と 思 は つ れ は 月 す み て
50秋
にみちある庭のよもきふ
（三折表）
a
ひたちには田を作てやかりぬらん
認ふ
もとも雲のかAるつくはね
53水
音になりてや雨もみなのJII
54風
のたちゐのなみ しら雪
55舟
とむる松のこなた 夕ちとり
56あ
しひたきけるさとの人こゑ
57た
れかとふ難波の小屋のうきすまひ
58
き
けは夜ふくる蹄もときー＼、
59い
つまてかひとりねよと
は思ふらん
60ま
ちよはれとて月そかたふく
そふにこそなくさむ秋のある物をうらみかちなる衣うつなり葛かAるあさちかやとに花おちてこゑもしもにやかるA松むし
ー6 2
 
6 3
 
6
 
64
 （三折襄）
65猶
ふくかかけは夕の嵐山
名所
：秋秋秋秋秋 秋 秋秋 春春
l 冬` 冬
＇ 月 月
＇ 
衣
松舟 田＇ 
l 恋 恋恋恋
， 旅
t 
I 述述
山 l 山
， 水水 1く
＇ 居 居居 居居△
I 木 木
， 草 草
， 
鳥
I 虫
＇ 衣
山 名山
0
の ＇ 所の
I 身I 
r 光 光
I 降 降降
l 袋
I 植 植 植 植
， 動 動
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86 85 84 認82 81 80 79 
となせの川や筏さすらむな
みしはしよとむいせきを又こえて
こほりはいかにきゆるはつ雪風さえて雲に入日やのこるらむ木こりにつ
る ヽ 小 野 の さ と 人
うき
世をはのかれし山に花をみて
春ともいはていそけあらましそめてき
る桜衣のなこりおし
秋はも
み ち の 袖 の い ろ l \
、
茸かりや月に成てはかへるらんしめらかはらの草の露しもた4たのめつゐには人のかはらめやあふをかきりの中そくるしき
6 6 7 6 8 6 69 。7 ー7 2 7 8 7 4 7 5 7 6 7 TI 8 7 （名残表
）
わかれらのいつともしらぬつらさにてかねことをたに身にはのこさす去年まては
みしやわするA花の友
夢とおもふは春かむかしか在明の月やあらぬと
かすむ夜に
きけは雲井をかへるかりか音ゆふなみのひかたにあさる餡なきて山にはかせのたかさこのうら
塁
春春春春 秋秋秋春春春
冬冬
月 月
夢 衣
恋恋 恋恋
述 述述
山 ！ 山
水水 ＊水水
居
木 木
草
烏鳥
勘
衣衣
山
光 光 光
降 降
袋袋 袋
植 植植 植
動動
ー15-
町う
す 雪 ゃ さ と をのこして晴ぬ ら ん
88あ
さ し も ま よ ふ 松の一むら
89人
をたにとAめし人の身をすて、
90よ
く は こ A ろ を 我 も たのまん
91よ
そ に な さ 仏 と み て は 尋 な よ
92か
つ ら さ や ま や い そのかみ寺
（名 残 裏 ）謁榎
のは井にとよ らの竹のみとりにて
出た
け し ほ と な く 日 こ そ 西 な れ
95こ
ヽ に ま す 宮 井 久 し く あ ふ く 代 に
96け
ふの手向そ四方 に み ち た る
釘遅
桜それもさきあふ時をして
98つ
らしやさらにもりのくれなゐ
99し
つ か な る 嵐 に 山 や か す む ら ん
100
,．
君のひかりのひろき国々
＾ 注 ＞
＾ 注 一 ＞ 同 苔 ― ―
-=l
ペ ー ジ
＾ 注 二 ＞ 本 論 文 で 「 応 安 新 式 」 と 言 うのは、
応安五 年 に
、 、 、
二 条 良 基 が 制 定 し た 本 来の「応安新式」 を 指 す 。
．具
体 的 に は 古 典 文 庫 に 翻 刻 さ れ て い る 長 谷 寺 蔵
「 連 獨 新 式
m
」 に よ っ た
。
＾ 注 三 > r 連 歌の研究」― 二 五 ペ ー ジ
9,
春春春 I 
＇ 
冬冬’ 
竹 I 松
＇ 
， ク‘， 
神神
I 
， 
：釈釈
I 述述
山 ＇ 山
水 I 
＇ 
居
木 ’ 木
I 
I 
， 
＇ 
＇ 
＇ ’
＇ 
山
l名山
1所の
光 ＇ 
， 降降
＇ 
植植 植 I 植
＇ 
A 注 四 ＞ 「 花の句」の認定基準に つ い て は 、 「 宗 祇 一 座
の百韻における花 • 月の句の配囲の変遷について 」 （ 岡 山 県 立 玉 野 高 等 学 校 研 究 紀 要 第 十 四 号 ）に お い て 、
少 し 詳 し く 論 じ た こ と が あ る 。
A 注 五 ＞ テ キ ス ト は 「 続 群 菩 類 従 」 に よ っ た 。A 注 六 ＞ テ キ ス ト は r 大 山 祗 神 社 迎 歌 」 （ 愛 媛 大 学 地 域
社 会 総 合 研 究所研究報告Aシリ ー ズ 第 五 号 ） によ
っ
た。
（ 津 山 工 業 高 等 専 門 学 校 講 師 ）
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